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鉄道駅バリアフリー加速化についての要望
　
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]早春の候、貴職にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、貴職におかれましては、日ごろより障害のある人やない人すべての人が安全に利用することが可能な公共交通機関の整備にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。
このたびの鉄道駅バリアフリー加速化を進めるにあたり、以下、要望いたします。

１．精神障害者（発達障害を含む）の運賃割引の実現をお願いします　
長年にわたりお願いさせていただいていますとおり、精神障害者も、身体・知的障害者と同等にＪＲなど交通運賃割引制度の適用対象にしてください。第198国会に付託されていた「精神障害者の交通運賃に関する請願」は、衆参両院の国土交通委員会にて令和元年6月26日に採択され、内閣送付となりました。ぜひ、これを機に実現してください。

２．単独乗車時の距離制限撤廃をお願いします
　こちらについても長年お願いさせていただいておりますが、単独乗車時の鉄道割引適用にかかる距離制限を撤廃してください。
現在の割引制度は障害者手帳の種別「１種」「２種」の区分により扱いが異なっています。１種の場合で本人と付添者がいる場合は乗車距離を問わず両方とも割引となりますが、本人のみ利用（単独乗車）の場合は種別に関係なく１０１キロ以上の乗車でないと割引が適用されません。多くの民間鉄道会社は営業距離が短いため、実質的に単独乗車時の割引が受けられない状況です。鉄道の利用は、比率でいうと通院や買い物、役所への手続きなど生活に不可欠な目的による利用割合が圧倒的多数です。しかし、割引対象となっていないことから、通院や公的手続き等の頻度を減らしているとの報告も寄せられています。ハード面のバリアフリー化とあわせて、経済的理由による乗車機会の減少というバリアの解消にも取り組んでください。

３．本州以外へのご配慮をお願いします。
　本州以外の地域のバリアフリ―加速化が本州に比べ遅れないよう、本州以外の地域においても、鉄道のバリアフリー加速化が本州同様に進むように十分なご配慮をお願いいたします。

４．バリアフリー加速化のための計画の策定をお願いします。
鉄道駅のバリアフリー加速化を確実に推進するためにホームドア等へ計画的に投資させるような設置計画策定や国からの補助金を活用した地方でのホームドア設置、それに伴うホームと車両の段差・すきまの解消についての国の方針・計画に明記してください。
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